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	 川島逸郎 著作・業績目録 

[Publications of KAWASHIMA Itsuro, 1984−] 
 

単行書籍・図録その他 
１．三浦半島のトンボ. 横須賀市 博物館教育資料シリーズ・44. 横須賀市自然博物館・横

須賀市人文博物館, 横須賀 (1987).（表紙図版） 

２．日本の昆虫 12．ゲンジボタル（大場信義 著）．文一総合出版, 東京 (1988).（挿画） 

３．日本動物大百科 8．昆虫 1（日高敏隆 監修）．平凡社, 東京 (1995).（挿画） 

４．三浦半島の水辺  －身近な生物と私たちの暮らし－ . 横須賀市自然博物館 , 横須賀 

(1996).（挿画・昆虫生態写真） 

５．螢・人里・九州 ホタル・ハンドブック．日本ホタルの会（監修・発行）・キリンビー

ル株式会社九州支社/ 福岡工場（協賛）(1996).（挿画） 

６．くらしきのトンボ．倉敷市教育委員会, 倉敷市 (1997).（生態写真・挿画） 

７．小学館の学習百科図鑑シリーズ 昆虫の図鑑（古川晴男 監修/ 中山周平 編著）．小学館, 

東京 (1997).（挿画） 

８．調べ学習に役立つ世界の絶滅動物植物図鑑 2 ほろびゆく日本の植物・動物．あかね書

房, 東京 (1997).（昆虫生態写真） 

９．NATURE-PAL いきもの探検大図鑑．小学館, 東京 (1998).（挿画・昆虫生態写真） 

１０．	 わたしの昆虫記 2．ホタルが教えてくれたこと（矢島 稔 著）．偕成社, 東京 (2000).

（挿画） 

１１．	 バイオディバーシティ・シリーズ 5．無脊椎動物の多様性と進化（岩槻邦男・馬

渡峻輔監修/ 白山義久 編）．裳華房, 東京 (1999).（挿画） 

１２．	 21世紀こども大百科．小学館, 東京 (2000).（挿画） 

１３．	 NHK人間講座テキスト．謎とき昆虫記（矢島 稔 著）．NHK出版, 東京 (2000).（挿

画） 

１４．	 三浦半島 自然と人文の世界．横須賀市自然・人文博物館（編）かなしん出版, 横

浜 (2000).（分担執筆・昆虫生態写真） 

１５．	 虫屋の虫めがね（田川 研 著）．偕成社, 東京 (2001).（挿画） 

１６．	 蜂の群れに人間を見た男 坂上昭一の世界（本田 睨 著）．NHK出版, 東京 (2001).

（挿画） 

１７．	 千葉県史 千葉県の自然誌本編 6．千葉県の動物 1 ～陸と淡水の動物～．千葉県史

料研究財団, 千葉 (2001).（昆虫生態写真） 

１８．	 	 	 多様性からみた生物学．裳華房, 東京 (2002).（挿画） 

１９．	 文春新書 蝶を育てるアリ わが昆虫フィールドノート（矢島 稔 著）．文藝春秋社, 

東京 (2002).（挿画） 
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２０．	 小学館の図鑑・NEO 昆虫（小池啓一 監修）．小学館, 東京 (2002).（挿画・生態写

真） 

２１．	 小学館ウィークリーブック 週刊日本の天然記念物 16．絶海の孤島にくらす紅い

トンボ	 シマアカネ．小学館, 東京 (2002).（挿画） 

２２．	 トゲウオ	 出会いのエソロジー. 行動学から社会へ（森 誠一 著）．地人書館, 東

京 (2002).（挿画） 

２３．	 原色ワイド図鑑 昆虫 I（岡島秀治 監修）．学習研究社, 東京 (2002).（挿画） 

２４．	 原色ワイド図鑑 昆虫 II・クモ（岡島秀治 監修）．学習研究社, 東京 (2002).（挿画） 

２５．	 生き物 ROM図鑑 昆虫のくらし（海野和男・高嶋清明 著）．偕成社, 東京 (2003).

（挿画） 

２６．	 生き物 ROM図鑑 海の生きもののくらし（小林安雅 著）．偕成社, 東京 (2003).（挿

画） 

２７．	 NHKライブラリー 謎とき昆虫ノート（矢島 稔 著）． NHK出版, 東京 (2003).（挿

画） 

２８．	 神奈川昆虫誌 I（神奈川昆虫談話会 編）. 神奈川昆虫談話会, 小田原 (2004).（部

分（トンボ目）共著） 

２９．	 看護師国試対策テキスト ～必修問題編～．啓明書房, 東京 (2004).（図版） 

３０．	 俳句の鳥・虫図鑑（丸山宗利他 監修）．成美堂出版, 東京 (2005).（昆虫生態写真） 

３１．	 わたしの昆虫記 4．樹液をめぐる昆虫たち（矢島 稔 著）．偕成社, 東京 (2005).

（カバー表・裏および挿画） 

３２．	 神奈川県レッドデータ生物調査報告書 2006（高桑正敏・勝山輝男・木場英久 編）. 

神奈川県立生命の星・地球博物館, 小田原 (2006).（部分（トンボ目）共著） 

３３．	 すぎなみの注目動植物  レッドデータブックの実現にむけて．杉並区  (2006).	 	 	

（トンボ目生態写真） 

３４．	 小学百科大事典 kids（きっず）ジャポニカ．小学館, 東京 (2006).（挿画） 

３５．	 バイオディバーシティ・シリーズ 7．脊椎動物の多様性と進化（岩槻邦男・馬渡

峻輔 監修/ 松井正文 編）．裳華房, 東京 (2006).（挿画） 

３６．	 The Insects of Japan 日本の昆虫．第 2巻．アザミウマ目: クダアザミウマ亜目（岡

島秀治著）．櫂歌書房，福岡 (2006).（挿画） 

３７．	 昆虫の食草・食樹ハンドブック（森上信夫 著）．文一総合出版, 東京 (2007).（校

閲） 

３８．	 わたしの昆虫記 5．心にひびけカンタンの声（矢島 稔 著）．偕成社, 東京 (2007).

（カバーおよび本文挿画） 

３９．	 人間のための一般生物学．裳華房, 東京 (2007).（挿画） 

４０．	 バイオディバーシティ・シリーズ  6．節足動物の多様性と進化（岩槻邦男・馬渡

峻輔 監修/ 石川良輔 編）．裳華房, 東京 (2008).（挿画） 
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４１．	 小学四年生 6月号（第 87巻第 3号）小学館, 東京 (2008).（昆虫生態写真） 

４２．	 わたしの昆虫記 6．ハチのふしぎとアリのなぞ（矢島 稔 著）．偕成社, 東京 (2008).

（カバーおよび本文挿画） 

４３．	 カラー版 徹底図解 昆虫の世界．新星出版社, 東京 (2009).（共著（分担執筆）・挿

画・生態写真） 

４４．	 樹液に集まる昆虫ハンドブック（森上信夫 著）．文一総合出版, 東京 (2009).（監

修） 

４５．	 Leschen, R., R. G. Beutel & J. F. Lawrence (eds.), Handbook of Zoology. Vol. IV. 

Arthropoda, Insecta. Part 38. Coleoptera Vol. 2, 786 pp., 330 figs., Walter de Gruyter GmbH & 

Co., KG, Berlin/ New York (2010).（2章の共著・挿画・写真） 

４６．	 新・生命科学シリーズ 動物の系統分類と進化（藤田俊彦 著）．裳華房, 東京 (2010).

（挿画） 

４７．	 生き物 ROM図鑑 植物のくらし（埴 沙萠 著）．偕成社, 東京 (2010).（挿画） 

４８．	 改訂 トンボの調べ方（日本環境動物昆虫学会 編/ 井上 清・宮武頼夫 監修）, 文

教出版, 大阪 (2010).（1章の共著・挿画） 

４９．	 松原再生ハンドブック －生態系の保全・再生－.（財）日本緑化センター, 東京 

(2011).（ニッポンハナダカバチ生態写真提供） 

５０．	 ネイチャーガイド 日本のトンボ（尾園 暁・川島逸郎・二橋 亮 著）．文一総合出

版, 東京 (2012).（企画・共著（担当：図版・解説・生態写真））                            

* 一般社団法人 日本図書館協会 「選定図書（第 2822回 平成 24年 7月 18日, 選定

No. 47）」. 

５１．	 アリの巣をめぐる冒険（丸山宗利 著）. 東海大学出版会, 相模原 (2012).（図版 2

点の提供） 

５２．	 神奈川県立生命の星・地球博物館 2011年度特別展「およげ! ゲンゴロウくん 〜水

辺に生きる虫たち〜」 展示解説書「水生昆虫大百科」. 神奈川県立生命の星・地球博

物館, 小田原 (2011).（昆虫生態写真提供） 

５３．	 神奈川県立生命の星・地球博物館 2012年度特別展「大空の覇者 大トンボ展」 展

示解説書「大空の覇者 トンボ」. 神奈川県立生命の星・地球博物館, 小田原 (2012).（企

画・編集・分担執筆・図版・生態写真） 

５４．	 ネイチャーガイド 日本のトンボ（第 2版）（尾園 暁・川島逸郎・二橋 亮 著）. 文

一総合出版, 東京 (2013).（企画・共著（担当：図版・解説・生態写真）） 

５５．	 ポケット図鑑「日本の昆虫 1400 ②トンボ・コウチュウ・ハチ（槐 真史（編）/ 伊

丹市昆虫館（監修））. (2013) 文一総合出版, 東京 (2013).（図版提供） 

５６．	 2012 国際トンボ学会議実施報告書. 2012国際トンボ学会議実行委員会 (2013).（表

紙図版提供・1章の執筆） 

５７．	 小学百科大事典 kids（きっず）ジャポニカ新版．小学館, 東京 (2014).（挿画） 
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５８．	 ベーシック生物学（武村政春 著）. 裳華房, 東京 (2014).（挿画） 

５９．	 「もしも?」の図鑑. もしもカブトムシと相撲を取ったら！？. 実業之日本社, 東京	 	

(2014).（監修・分担執筆） 

６０．	 小学館の図鑑・NEO 昆虫 [新版]（小池啓一 監修）．小学館, 東京 (2014).（昆虫生

態写真） 

６１．	 神奈川県立生命の星・地球博物館 2014年度特別展 展示解説書「どうする？ どう

なる！ 外来生物 とりもどそう わたしたちの原風景」神奈川県立生命の星・地球博物

館, 小田原 (2014).（1項目の分担執筆・図版・昆虫生態写真） 

６２．	 Science Window（サイエンスウィンドウ 秋号）2014 10-12.（独）科学技術振興機

構（JST）, 東京 (2014).（挿画） 

６３．	 理科の地図帳 改訂版（環境・生物編）. 技術評論社, 東京 (2014).（分担監修） 

６４．	 昆蟲不思議: 獨角仙是相撲力士？！[「もしも？」の図鑑. もしもカブトムシと相撲

を取ったら！？]（中国語版: 荘 仲豪訳）. 人人出版, 台湾・新北 (2015).（原書監修・

分担執筆） 

６５．	 レッドデータブック 2014. －日本の絶滅のおそれのある野生生物－ 5. 昆虫類 (環

境省 編). ぎょうせい, 東京 (2015).（分担執筆） 

６６．	 完訳ファーブル昆虫記 第 9 巻下（ジャン＝アンリ・ファーブル 著/ 奥本大三郎 

訳）. 集英社, 東京 (2015).（挿画） 

６７．	 神奈川県立生命の星・地球博物館 2015年度特別展 展示解説書（折原貴道 編）「生

き物を描く サイエンスのための細密描画」. 神奈川県立生命の星・地球博物館, 小田

原 (2015).（4編の執筆（内 3編共著）・挿画） 

６８．	 失われた北川湿地 なぜ奇跡の谷戸は埋め立てられたのか？ サイエンティスト社,  

東京 (2015).（1章の共著・昆虫生態写真） 

６９．	 完訳ファーブル昆虫記 第 10 巻上（ジャン＝アンリ・ファーブル 著/ 奥本大三郎 

訳）. 集英社, 東京 (2016).（挿画） 

７０．	 ホルモンから見た生命現象と進化シリーズ 第 2 巻. 発生・変態・リズム －時－.

（天野勝文・田川正朋（編））. 裳華房, 東京 (2016).（挿画） 

７１．	 ネイチャーガイド 日本のトンボ（第 3版）（尾園 暁・川島逸郎・二橋 亮 著）. 文

一総合出版, 東京 (2017).（企画・共著（担当：図版・解説・生態写真）） 

７２．	 完訳ファーブル昆虫記 第 10 巻下（ジャン＝アンリ・ファーブル 著/ 奥本大三郎 

訳）. 集英社, 東京 (2017).（挿画） 

７３．	 幻冬社新書 462. カラー版 昆虫こわい.（丸山宗利（著））. 幻冬社, 東京 (2017).

（図版 2点の提供） 

７４．	 友の会で語る博物館の楽しみ方 —博物館友の会 20 周年記念誌—. 神奈川県立生命

の星・地球博物館友の会 20周年記念誌編集委員会（編）, (2017).（1編の執筆） 

７５．	 日本藝術の創跡 22（2017年度版）. クオリアート/ 出版文化社, 東京/ 大阪 (2017)
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（学術用標本画 1点の掲載） 

７６．	 神奈川県昆虫誌 2018（神奈川昆虫談話会 編）. 神奈川昆虫談話会, 小田原 (2018).

（部分（トンボ目）共著） 

７７．	 日本藝術の創跡 23（2018年度版）. クオリアート/ 出版文化社, 東京/ 大阪 (2018)

（学術用標本画 1点の掲載） 

７８．	 ヤゴハンドブック（尾園 暁・川島逸郎・二橋 亮 著）. 文一総合出版, 東京 (2019).

（共著・挿画） 

７９．	 身近なアリけんさくブック（仮題）（吉澤樹理 著）. 仮説社, 東京 (2019予定)（挿

画・協力） 

８０．	 昆虫発生学（下）.（節足動物発生学会 編）. 培風館, 東京 (2019以降)（挿画） 

 

その他 学術雑誌での挿図・標本画担当多数 
（別紙・作成中） 

 

学術論文・報告・記録 
１．川島逸郎, 1984.  野比川のゴイサギ（幼鳥）. はばたき（日本野鳥の会神奈川支部報）, 

(133): 1 (表紙). 

２．川島逸郎, 1986a.  神奈川の鳥 1977–1986 －神奈川鳥類目録－. 日本野鳥の会神奈川支

部編, 218 pp., 日本野鳥の会神奈川支部, 横浜.（種別の記録） 

３．川島逸郎, 1986b.  三浦市小松ヶ池でのオオヤマトンボの記録. かまくらちょう（三浦

半島昆虫研究会会誌）, (14): 22. 

４．川島逸郎, 1988a.  逗子市でのハラビロトンボの目撃記録. かまくらちょう, (19): 20–21. 

５．川島逸郎, 1988b.  横須賀市津久井でのヨツボシトンボの目撃記録. かまくらちょう, 

(19): 21. 

６．川島逸郎, 1988c. アオバズク（読者のフォト 自然の記録）. 日本の生物, 2(7): 27. 

７．川島逸郎, 1989a.  三浦半島におけるヒメヤママユの最近の採集例. かまくらちょう, 

(21): 22–23. 

８．川島逸郎, 1989b.  逗子市披露山で目撃したトンボ 2種. かまくらちょう, (22): 28. 

９．川島逸郎, 1989c.  横須賀市野比でコノシメトンボを目撃. かまくらちょう, (22): 29. 

１０．	 （横須賀市野比のゲンジボタル生息実態調査団）, 1989. 横須賀市野比のゲンジボ

タル生息実態調査概報. 横須賀市文化財調査報告書 第 19集, 67 pp., 横須賀市教育委員

会. 

１１．	 川島逸郎, 1989d.  三浦市城ヶ島でミズカマキリを採集. かまくらちょう, (23): 25. 

１２．	 川島逸郎, 1989e.  10月にヒグラシの鳴き声を聞く. かまくらちょう, (23): 25. 

１３．	 川島逸郎, 1990a.  城ヶ島のムスジイトトンボとクロスジギンヤンマ. かまくらち

ょう, (25): 25–26. 
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１４．	 川島逸郎, 1990b.  三浦半島産キイロサナエとヒメアカネの記録の訂正・削除. か

まくらちょう, (25): 26–27. 

１５．	 （野比昆虫調査会）, 1990.  横須賀市野比の昆虫類. 横須賀市博物館研究報告（自

然）, (38): 61–80. (機関内査読有) 

１６．	 川島逸郎, 1991a.  三浦市小網代でヒメヤママユ幼虫を確認. かまくらちょう, (26): 

26. 

１７．	 川島逸郎, 1991b.  三浦市小網代でヒラタクワガタを採集. かまくらちょう, (26): 
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2003. 久米島町立久米島ホタル館・常設展示（一部）（図版・昆虫生態写真（一部）提供） 

2004. The Natural History Museum（英国自然史博物館, London, UK）（昆虫標本画・生態画の

寄贈・収蔵） 

2004. 倉敷市立自然史博物館・常設展示（第 3 展示室・一部）（昆虫生態写真（サラサヤン

マの生活史）提供） 

2004. 國立自然科學博物館（台湾）・佐藤正孝教授昆蟲標本捐贈展（特別展）（ポスター・絵

葉書等, 一部図版提供（ドウクツヒメドロムシ）） 

2004. 農林水産省野菜・茶業研究所（静岡県榛原郡）（茶業害虫（ミドリグンバイウンカ・

カクモンハマキ類）の標本画制作担当） 

2005. 日本鞘翅学会第 18回大会（倉敷市立自然史博物館・倉敷市立美術館）（講演要旨集・

表紙図版（ゲンジボタル）提供） 

2006. 横須賀三浦教育会館・横須賀三浦教育会主催「辻 功 トンボ写真展 －輝くトンボの

世界へ－」（展示作品選定・企画および展示補助） 

2007. 豊田ホタルの里ミュージアム・平成 19 年度 春季企画展 「「点と線」のホタル ～川
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島逸郎細密画展～」（ホタル類標本画・細密画個展） 

2007. ギャラリー & ティーサロン Nagomi（神奈川県三浦市）「ミクロ・ワールドへのいざ

ない ～生物画家 川島逸郎 昆虫細密画展～」（川島逸郎昆虫標本画・細密画個展） 

2007. 里山ギャラリー「ノア」（埼玉県寄居町）「ミクロ・ワールドへのいざない ～生物画

家 川島逸郎 昆虫細密画展～」（川島逸郎昆虫標本画・細密画個展） 

2008–. 沖縄本島北部ダム事務所・大保ダム資料館施設展示（画像データベース）（昆虫生態

写真（タテオビヒゲボタル・クロイワボタル）提供） 

2008–. 豊田ホタルの里ミュージアム研究報告書 No. 1–（表紙図版（ゲンジボタル）提供） 

2009–2012. 理科ハウス（逗子市）展示「今月のしぜん」担当（絵・写真・解説） 

2010. 環境省ヒアリ予防パンフレット「STOP THE FIRE ANT ストップ・ザ・ヒアリ 危険な

外来昆虫「ヒアリ」による被害を防ぐために」．環境省自然環境局・（財）自然環境研

究センター, 東京.（アカヒアリ標本画・図版制作担当） 

2010. 第 2回「下関市ほたるマスター検定」．下関.（分類および形態学分野出題・標本写真

（ウスグロボタル・コクロオバボタル）提供） 

2010. 環境省 外来生物法 特定外来生物同定支援マニュアル（クモ・サソリ類・昆虫類）．

環境省・（財）自然環境研究センター, 東京.（ジョウゴグモ属・イトグモ属・アカヒア

リ図版制作担当）http://www.env.go.jp/nature/intro/4document/manual/index.html 

2010年度. 神奈川県立生命の星・地球博物館 ミニ企画展示 「川島逸郎 ～標本画の世界～」

（生物標本画・細密画展示） 

2010. 日本蜻蛉学会小田原大会（神奈川県立生命の星・地球博物館）講演要旨集（表紙図版

提供（イシガキヤンマ幼虫）） 

2011. 2011 International Congress of Odonatology（国際トンボ学会議（神奈川県立生命の星・

地球博物館, 小田原）（ポスター・T シャツ・グッズ図案担当（サラサヤンマ・オオセ

スジイトトンボ・その他））＊東日本大震災により延期. 

2011. 日本甲虫学会誌「Elytra, New Series」Vol. 1（表紙図版（キリガミネハムシ）） 

2011. 「よみきかせ いきものしゃしんえほん 全 10」岩崎書店, 東京.（協力） 

2011. 神奈川県立生命の星・地球博物館 2011 年度特別展「およげ！ ゲンゴロウくん ～水

辺に生きる虫たち～」展示解説書「水生昆虫大百科」（ミズバチ生態写真提供） 

2011. 伊丹市昆虫館 「プチ展示 川島逸郎昆虫細密画展」（昆虫標本画・細密画展示） 

2011–. 伊丹市昆虫館（Tシャツ・絵葉書などのグッズ図案） 

2012. 藤沢市湘南台文化センター・こども館「こども館ニュース」87 号（コイソカニムシ

生態写真提供） 

2012. 「つながりあういのち 生き物博士 千石センセイ 最後のメッセージ」(2012) ディス

カヴァー・トウェンティワン, 東京.（サトジガバチ生態写真提供） 

2012年度. 神奈川県立生命の星・地球博物館学芸員（動物学: 昆虫担当） 

2012年度. 神奈川県立生命の星・地球博物館特別展「大空の覇者 –大トンボ展–」(2012)（展
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示担当（ポスターおよびチラシの図案制作, トンボ関連描画の展示・図録作成その他を

含）） 

2012. 2012 International Congress of Odonatology（国際トンボ学会議）（神奈川県立生命の星・

地球博物館, 小田原）（ポスター・T シャツ・グッズ図案担当（サラサヤンマ・オオセ

スジイトトンボ・その他）） 

2012. 「アリの巣をめぐる冒険」丸山宗利著. (2012) 東海大学出版会, 神奈川.（図版 3点提

供） 

2012. 「昆虫大学」（TRANS ARTS TOKYO）（東京電機大学旧校舎（東京都文京区））・（昆虫

画 10点出展） 

2012. 第 3回日本甲虫学会大会（豊橋市自然史博物館）講演要旨集（図版 2点（ヒルギカタ

ジョウカイモドキ・キクイムシ科の 1種）提供） 

2012年度. 神奈川県教育委員会職員功績賞（教育長表彰）受賞（団体: 神奈川県立生命の星・

地球博物館 2012年度特別展担当の一員として, 11月 15日） 

2012年度. 神奈川県立生命の星・地球博物館企画展「博物館の標本工房 Atelierum specimum 

animalum in museo」（一部展示担当） 

2012年度. 「神奈川自然誌資料（神奈川県立生命の星・地球博物館）第 34号」（編集担当） 

2012年度. 「神奈川県立生命の星・地球博物館研究報告」（編集担当） 

2013年度. 神奈川県立生命の星・地球博物館活動報告展 2013. 「2012年度の学芸員の活動」

（個人別展示） 

2013. 千葉シャープゲンゴロウモドキ保全研究会. 同会十周年記念パーティー記念品（図版 

（シャープゲンゴロウモドキ♂）提供） 

2013. 豊田ホタルの里ミュージアム 春季テーマ展「蛍と蝶」（ホタル類標本画 10点提供） 

2013. 2012国際トンボ学会議実行委員会. 2012国際トンボ学会議実施報告書（表紙図版提供） 

2013. 藤沢市湘南台文化センター・こども館 2013年度こども館夏休み特別企画展「びっく

り！？ ムシムシ昆虫ワールド」（展示協力（神奈川県立生命の星・地球博物館収蔵カ

ブトムシ分解標本）） 

2013. 神奈川県立生命の星・地球博物館 SEISAミュージアムシアター・リニューアル・オ

ープン. 新作映画観覧記念品ノベルティ・グッズ（図版（日本産梟鴟（フクロウ）目初

列風切）提供） 

2013年度. 「神奈川自然誌資料（神奈川県立生命の星・地球博物館）第 35号」（編集委員） 

2013. 沖縄県平成 25 年度環境保全促進助成事業「とんぼ・フェスティバル!」 主催：久米

島ホタルの会/ 協力：久米島町環境保全課・同町教育委員会・久米島ホタル館・NPO

法人 ホタルとサンゴの島から. イーフ情報プラザ（久米島町）.（昆虫画 10点展示） 

2013. 2013年度日本トンボ学会大会（神奈川県立生命の星・地球博物館, 小田原）（実行委員

長, 12月7–8日） 

2013. 2013年度日本トンボ学会大会（神奈川県立生命の星・地球博物館, 小田原）講演要旨
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集（表紙図版（クロスジギンヤンマ幼虫の口器）提供） 

2014. 日本甲虫学会誌「Elytra, New Series」Vol. 4（表紙図版（台湾産ミヤマカミキリの 1種）

提供） 

2014年度. 神奈川県立生命の星・地球博物館特別展「どうする？ どうなる！ 外来生物 と

りもどそう 私たちの原風景」(2014)（一部展示協力・特別展解説書の分担執筆・図版・

生態写真提供） 

2014. （独）科学技術振興機構発行「Science Window 2012 10–12（秋号）」（昆虫画 2点提供） 

2014–2017年度. 川崎市青少年科学館（かわさき宙（そら）と緑の科学館）自然担当係長（技

術職員・学芸員） 

2015. 日本甲虫学会誌「Elytra, New Series」Vol. 5（表紙図版（エゾオオキバハネカクシ

Oxyporus kobayashii Hayashi, 2015）提供） 

2015年度–. 日本トンボ学会誌「TOMBO, Acta Odonatologica Japonica」（編集委員） 

2015年度. 神奈川県立生命の星・地球博物館特別展「生き物を描く サイエンスのための細 

密描画」(2015)（生物画の展示/ 協力・特別展解説書の執筆および挿画・生態写真その

他の提供） 

2014–2015年度. 川崎市教育委員会・特定非営利活動法人 かわさき自然調査団（編）, 川崎

市自然環境調査報告 VIII (2016)（編集委員） 

2016. 日本甲虫学会誌「Elytra, New Series」Vol. 6（表紙図版（Malayopsebium coerulea Niisato, 

2016）提供） 

2016 年度–. かわさき生き物マップ http://kawasaki.geocloud.jp/webgis/biodiversity.html（川崎

市環境局）（指導/ 昆虫の生態写真 2点および図版 3点の提供） 

2016年度. 第 52回 日本節足動物発生学会大会（湘南国際村, 横須賀市）（6月 10日–11日, 一

般参加/ 標本画・昆虫生態写真各数点等の展示） 

2016. 九州大学総合研究博物館ニュース, No. 26. Column 館員活動録「ヒゲブトオサムシの

19新種（丸山宗利）」（ヒゲブトオサムシ科 3種の標本画掲載） 

2016. 2016年度日本トンボ学会大会（神奈川県立生命の星・地球博物館, 小田原）講演要旨

集（表紙図版（ニュー・カレドニア産 Oreaeschna dominatryx終齢幼虫）提供） 

2016年度. 「神奈川自然誌資料（神奈川県立生命の星・地球博物館）第 38号」 (編集委員) 

2016. 「昆虫大学」（さくらWORKS <関内>, 横浜）・（12月 17日・18日, 昆虫画 5点出展・

ライトニングトーク） 

2016. ミュージアムパーク茨城県自然博物館 第 67回企画展「運ばれて外から来た生き物た

ち Youはどうして日本へ？」（2016年 10月 8日–2017年 1月 29日, 標本提供・協力） 

2016年度. 第 22回 日本の美術 全国選抜作家展（上野の森美術館, 東京）出展,（2017年 2

月 18~21日, 学術用標本画 1点の展示） 

2017. 「かわさき みんなの生き物調査」 春に見られる身近な生き物 ～チョウ～（川崎市

環境局）（監修） 
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2017–. 生田緑地内設置看板「生田緑地で見られる鳥」（生田緑地整備事業体・川崎市青少年

科学館: 協力/ 鳥類生態写真の提供） 

2017. 第 22回 日本の美術 受賞作家展（銀座洋協ホール, 東京）出展（5月 10–14日, 学術

用標本画 1点の展示） 

2017. 日本甲虫学会誌「Elytra, New Series」Vol. 7（表紙図版（チュウガタマルケシゲンゴロ

ウ Hydrovatus remotus Biström et Watanabe, 2017）提供） 

2017. 幻冬社新書 カラー版「昆虫こわい」丸山宗利著. 幻冬社, 東京.（図版 2点の提供） 

2017. 川島逸郎写真展 「昆虫の生きざまを切り取る」（川崎市青少年科学館（かわさき宙（そ

ら）と緑の科学館）, 8月 1–31日, 昆虫生態写真 50点の展示） 

2017年度. 「神奈川自然誌資料（神奈川県立生命の星・地球博物館）第 39号」（編集委員） 

2017. 第 8回日本甲虫学会大会（静岡県立ふじのくに地球環境史ミュージアム）講演要旨集

（表紙図版 1 点（チュウガタマルケシゲンゴロウ  Hydrovatus remotus Biström et 

Watanabe, 2017）提供） 

2017. 川島逸郎写真展 「昆虫の生きざまを切り取る」（生田緑地東口ビジターセンター/ 11

月 16–12月 20日, 昆虫生態写真 50点の展示） 

2018.  神奈川県立生命の星・地球博物館ミニ企画展「「里蜂 －さとばち－」古民家とハチ

はともだち」（2017年 1月 11日–2018年 4月 8日, ハチ目生態写真提供・展示協力） 

2018. 日本甲虫学会誌「Elytra, New Series」Vol. 8（表紙図版（Foochounus reni）提供） 

2018. 川崎市民アカデミー主催講座 川崎の自然 II 2018 年前期「景観から読む自然」（川崎

市生涯学習プラザ, 川崎市中原区, 6月 5日）/「里地としての日本民家園にすむ昆虫た

ち」（川崎市立日本民家園, 川崎市多摩区, 6月 12日, 講座および観察会講師） 

2018.  川崎市立日本民家園企画展「民家の暮らしと生きもの」内「「里蜂 －さとばち－」

古民家とハチはともだち（神奈川県立生命の星・地球博物館ミニ企画展巡回）」（2018

年 7月 1日–2018年 11月 25日, ハチ目生態写真提供・展示協力） 

2018–. 川崎市社会教育委員会議 青少年科学館専門部会委員（評価委員） 

2018. 川崎市青少年科学館（かわさき宙（そら）と緑の科学館）・主催「夏の自然観察会 〜

生田緑地のトンボ〜」（川崎市青少年科学館（かわさき宙と緑の科学館）・生田緑地, 川

崎市多摩区, 7月 28日, 講師） 

2018. 川崎市立日本民家園 企画展「民家の暮らしと生きもの」関連イベント「民家園でめ

ぐる里蜂ツアー（一般向けガイドツアー）」・「古民家とハチはともだち？ 民家園で昆

虫研究（親子向け講座）」（8月 8日, 講師） 

2018 年度. 第 31 回 日本の自然を描く展（上野の森美術館, 東京）出展,（2018 年 8 月 24−

28日, 学術用標本画 1点の展示） 

2018. 川崎市民アカデミー主催講座 川崎の自然 II 2018年後期「バッタ目の生活と、彼らか

らみた川崎の自然環境」（川崎市生涯学習プラザ, 川崎市中原区, 10月 2日）/「生田緑

地の昆虫観察 －バッタ目を中心に」（生田緑地, 川崎市多摩区, 10月 9日, 講座および
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観察会講師）. 

 

受賞歴 
1. 神奈川県教育委員会職員功績賞（教育長表彰）（団体: 神奈川県立生命の星・地球博物館

2012年度特別展担当/ 2012年 11月 15日） 

2. 第 22 回 日本の美術 全国選抜作家展（上野の森美術館）審査員特別賞（2017 年 4 月 4

日） 

3. 第 31回 日本の自然を描く展（上野の森美術館）入選（2018年 5月 26日） 

 

講演・発表等 
1. 川島逸郎, 2005a. 一般講演（口頭）「三浦半島のトンボを見つめて 20年 －トンボ相の現

状－」. 相模貝類研究談話会・海洋生態学研究センター（共催）/（財）国際生態学研

究センター・逗子市まちづくり協議会（協力）. 逗子文化プラザホール/ さざなみホー

ル, 逗子市.（10月 2日） 

2. 川島逸郎, 2005b. 公開シンポジウム・パネリスト「自然からの SOS, －今, 三浦半島の自

然に何が起こっているのか－」. 相模貝類研究談話会・海洋生態学研究センター（共催）

/（財）国際生態学研究センター・逗子市まちづくり協議会（協力）. 逗子文化プラザ

ホール/ さざなみホール, 逗子市.（10月 2日） 

3. 川島逸郎, 2007. 討論会パネリスト「自然からの SOS 3, 脅かされる生態系 －移入種問題

を考える－」. 相模貝類研究談話会: 第 382 回例会. 逗子市市民プラザ市民交流センタ

ー逗子市.（10月 7日） 

4. 川島逸郎, 2008. 一般講演（口頭）「北ベトナム産サラサヤンマ属幼虫の形態」. 1999年度 

日本蜻蛉学会大会, 神奈川県立生命の星・地球博物館, 小田原. 

5. 浅野 真・川島逸郎, 2008. 一般講演（口頭）「イソジョウカイモドキの生態: 微生息環境, 

特に潮位との関連性」. 日本昆虫学会第 68回大会, 香川大学, 高松. 
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